
■調査時の気象
水質調査の基準日（8月7日）は、東京湾周辺の各

観測所で平均気温は30℃程度となり、暑い中での調査
となりました。日中の風速はおよそ6 m/sで南風が吹
いていました。天気は晴れとなり、多くの参加機関が
予定通り調査を実施することができました。

■東京湾環境一斉調査とは？
東京湾環境一斉調査は、東京湾の環境に興味や関

心を抱いてもらうことを目的として、水質調査、生
物調査、環境啓発活動等を行っており、毎年多くの
方々にご参加いただいております。結果は下記ホー
ムページにて公表していますので、是非ご覧くださ
い。

■調査報告書の入手方法
東京湾環境一斉調査HPから
ダウンロードできます。
検索ワード：東京湾環境一斉調査

■調査データの入手方法
東京湾環境情報センターHPの
「実データのダウンロード」から
ダウンロードできます。

■水質調査
令和元年度（2019年度）の水質調査は、８月７日

（水）を基準日とし、基準日を中心に海域及び陸域
（河川）において水質調査を実施しました。調査には、
企業や市民団体、大学、国及び地方自治体等、172機
関が参加しました。調査地点数は海域が670地点、陸
域が421地点で、合計1,091地点でした。
【実施項目】
海域：水温、塩分、溶存酸素量（DO）、化学的酸素

要求量（COD）、透明度
陸域：水温、流量、溶存酸素量（DO）、化学的酸素

要求量（COD）、透視度

【結果概要】
溶存酸素量（DO）に関する調査では、今年も東京

湾奥部の底層において、およそ3.0 mg/Lを下回る値
が広域にわたり検出されました。右図は３日間平均図
です。貧酸素水塊は毎日移動しているため、実際の貧
酸素状態より大きく見えています。

■生物調査
令和元年度は、東京湾内の干潟を調査する「干潟調査」の報

告が７件、東京湾、流域河川の干潟以外を調査する「その他の
調査」の報告が15件ありました。「干潟調査」では15綱71種
の生物の確認され、最も多くの地域で確認された種はカニ（コ
メツキガニとタカノケフサイソガニ）でした。「カニ生息一斉
調査」では14種のカニが報告されました。

令和元年（2019年）８月５～７日の底層（海底面上１ ｍ）の平均溶存酸素量（DO）※

※ 今年度は基準日における調査地点数が少なかったため、3日間の平均図を掲載しています。

出典：海洋状況表示システム （https://www.msil.go.jp）
国土地理院(GSI)

「干潟調査」の実施地点 「その他の調査」の実施地点

＜カニクイズ＞ 写真のカニの名前は？

Ａ Ｂ Ｃ

■溶存酸素量（DO）とは？【単位：㎎/L】
水中に溶けている酸素量のことで、有機物によ

る水質汚濁の指標の一つとして用いられます。水中
に溶ける酸素量は、水温が高くなると減少し、水温
20℃の時に約９ ㎎/Lで飽和状態となります。
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【凡例】

：東京湾環境一斉調査観測点

：下水処理施設※

※数字は、処理能力（万㎥/日）（晴天時）

：河川

：干潟

多摩川

隅田川
荒川 江戸川

小櫃川

令和元年度東京湾
環境一斉調査結果

運河を美しくする会 作成

水質調査の基準日（8月7日）に観測された運河水
質の結果です。透明度は塩路橋で1.7 mとなりまし
たが、概ね1.1-1.3 mでした。下層の溶存酸素は、

2-5 mg/Lであり、必ずしも水深との関係は明確ではなく、水深の浅
い高浜橋でも2 mg/Lの最低値が観測されました。
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■東京湾環境一斉調査時の運河水質調査結果
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